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平成26年２月大雪災害時の市町村の対応 －山梨県都留市・道志村の事例－

一般財団法人消防科学総合センター 研究開発部長 黒田洋司

研究開発部主任研究員 渡辺雅洋

研究開発部審議役 西形國夫

はじめに

平成26年２月、低気圧が日本の南岸を相次いで通過し、７日（金）から８日（土）にかけてと翌週14

日（金）から19日（水）にかけて、西日本から北日本の太平洋側を中心に大雪となった。特に、14日か

ら19日にかけては、関東甲信、東北、北日本で記録的な大雪や暴風雪に見舞われ、18地点で観測史上１

位の最深積雪を更新した。

この大雪や暴風雪で、車中での一酸化炭素中毒や倒壊した車庫の下敷きとなるなどして全国で26名が

亡くなり、700名余が負傷した。住家被害も700棟近くに及んだ。停電、断水、電話の不通、鉄道や航空

機の運休、道路の寸断なども相次ぎ、車の立往生や集落の孤立が長期化したところもあった。災害救助

法は、山梨県内を中心に41の市町村に適用された。

当センターでは、今回の大雪に見舞われた山梨県都留市と道志村を対象に、災害対応に関するヒアリ

ング調査を行った。本稿では、その結果を２月14日から15日の大雪への対応を中心に報告する。図１は、

調査団体に最も近い地点（河口湖）での降雪及び積雪の推移である。河口湖では最深積雪が143cm を記

録したが、これはこれまでの89cm（平成10年）を大きく更新するものだった。

図１ 積雪と降雪の推移（河口湖）

（出典）甲府地方気象台（2014）
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